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「電磁気学 を考 える」

今井　功　著 ，
サ イ エ ンス社

西口　嚇 （神奈川工科大学 ）
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　現在 ， 書店で入手する こ とは困難な本で ある．出版

元に問い 合わせ て も重版の 予定は無い とい う．出版さ

れた当初は大きな反響が あ っ た本であるが ，今後，新

しい 読者の 目に は触れな い ことになるのだろ うか ．出

版後 10 年以上 を経過 した今， 敢えて 取り上げ，未読 の

方をい ざない たい ．もちろん，図書館等の 蔵書に ある

こ とを期待して の 話である．また， 既にお読み の方の

ご意見も伺うこ とがで きたらと思 っ て い る．実は
， 私

が こ の本を取 り上げるの は初めて で は無い ．1997 年に

信州大学で行わ れ た MAGDA の ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ

ンで取り上げた こ とがある．私の持 っ て い る OHP 以

外，資料 として は残 っ て い ない の で ，その 時の内容も

若干含めさせ て い ただ く．

　 まず，こ の 本の 反響で あるが ，他の電磁気学の参考

書の著者の 声がある．ち ょっ と長 くなるが
，

以下 に引

用 させ て い ただ く．

高橋　康　著，電磁気学再入門，講談社，
1994

，
　p．5．

　そ うい えば
， 最近 ， 今井功先生が 「電磁気学 を考え

る」とい う
一

連の論文を 『数理科学』 に書い てお られ

る の が 目に つ い た （もう単行本 もでて い る）．今井先生

に は個人的に はお 目に かか っ た こ とはない が，人 も知

る流体力学の権威で ある． したが っ て電磁気学とい う

もの を， 流体力学の 立場か らきわめて直感的か つ 具体

的に解説 してお られ る，Faradayまで戻 っ て，力線だ

とかそ の圧力とか張力などの 直感的概念は
，

い とも明

快に説明 して ある．私自身もこ の
一

連の論文に よ っ て

電磁気学に親しみ を感じる ように な っ た こ とは否め な

い ．ぜひ
一読 をお薦めする．

　戸田　盛和　著 ， 電磁気学 30講，朝倉書店，1996
，

P．ii．

　なお ，本書の 執筆にあた っ ては，い くつ かの本を参

考にさせ て い ただい た．こ とに今井功著 『電磁気学を

考える』（サ イエ ン ス 社，1990）に は
， 統

一
的な観 点

の重 さに関 して教えられ る こ とが多か っ た．

　こ の 他に も岩波基礎物理 シ リーズ の 電磁気学 （河村

清 著，岩波書店，1994）の 巻末で紹介されて い る し，

他に も本書に言及 した電磁気学の 参考書はあ っ た と思

う．もちろ ん
， 批判もあるだ ろ うが，い わば，同業者

が 自分の著書の 中であえて指摘する こ とは しな い か も

しれない ．以上は，た また ま私が 目に した もの で ， 他

にも例があるだろうが，い ずれ にせ よ，賞賛，批判 も

含め，大きな反響を与えた こ とには間違い 無 い ．

　上述の 引用か らもある程度想像で きるが
， 本書が反
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響 を呼ん だ理由は次の 2 つ が大 きい と思 う．一
つ は，

幾何学的イメージを重視 した こ とである．「Faradayに

帰れ 一 Back 　to　Faraday ！」 の標語の もと，電磁場を

電気力線と磁力線の走る空間として とらえる． もう一

つ は
， 連続体力学的表現 を用 い た こ とで ある ．力， 運

動量 ，
エ ネル ギー

に対する公理的取扱 い をする こ とに

よ っ て
， 随分す っ きりとした印象を与える．そ して，

これ らの 2 つ の特徴が組み合わ されて い る こ とで
，

こ

の本で しか見られ ない 説明の仕方が可能にな っ て い る．

「強さ q の 電荷 とい うの は ， 電気力線が q 本わき出 し

て い る電荷の こ とで ある．」 「1本の 電気力線は単位長

さあた り （1／2）E の エ ネルギーを有する」などは，そ

の例である．

　 もちろん，電磁気学の 連続体力学的取 り扱い とい う

の は以前か らあ っ たわけで
， 電磁流体や電磁構造連成

問題 を扱う場合にはご く自然な選択で ある．た とえば

電磁構造連成問題 を扱 っ た Erigngen ら の本 （A ．C ．

E 血 gen 　and 　G ．A ．　Maugin
，
　Electrodynamics 　of

Continua　l
，
　II

，
　Spiringer−Verlag，1989）で も，運動

量や エ ネル ギ
ー

の 保存則や電磁応力 テ≧ソ ル が最初の

方に記述されて い る．しか し，
これらの Macroscopic

な式は Microscopic な Maxwell 方程式か ら統計力学

的は手法で導かれ て おり， 初学者向けでは無 い ．また，

これが ，多くの論争の 的にな っ て い る事は ご存 じの通

りである．今井先生 の 本で は
， 諸説には触れる こ とな

く，
こ れ らの 力学量に つ い て は

， 公理的 （ある意味で

は天下 り的）に扱 われて い る （例 えば，電磁運動量は

G ＝D × B で ある ）．初学者には，こ の思 い 切 りの良

さが 必要なの であろ う．ただ
， 現実に諸説がある以上，

読者は様 々 な参考書に触れる訳で
， 今井先生の本 の 内

容との ギ ャ ッ プに対する フ ォ ロ ーも必要か もしれない ．

　い ずれ にせ よ，再版 （で きれば
， 続編 も）が望 まれ

る本である．
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